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Match Preview 試合の見どころ

キンチョウスタジアム １５：３０ KICKOFF

キンチョウスタジアム １８：００ KICKOFF

　ともに高い決定力を誇る攻撃陣を擁する両校の対戦。流通経済大は選手層が厚く、エースＭＦ中村慶太（３年）が腰痛
のため本調子ではないものの、準々決勝でゴールを決めたＦＷ渡邉直輝（３年）や、ＭＦ富田湧也（４年）、ＦＷ渡辺新太
（１年）といった「点が取れる選手」（中野雄二監督）がずらりとそろう。展開に応じた試合運びにもたけており、大会連覇
へ、隙は見えない。
　関西学院大は準々決勝でエースＦＷ呉屋大翔（３年）が復帰し、早速２ゴールと存在感を発揮した。正確な左足からの
パスで攻撃の軸となるＭＦ小幡元輝（４年）や、運動量が豊富なＭＦ徳永裕大（２年）らも好調で、速攻やセットプレーから
多くの得点機を作れそうだ。初の４強進出だが、成山一郎監督は「選手ももっと上を狙っている」と、目指すは頂点のみ。
関東、関西それぞれを代表する実力校の意地とプライドがぶつかる一戦は、白熱した点の取り合いも予想される。

 Reported by 滝口憲洋（読売新聞運動部）

決勝戦は２つのイベントを開催！

 Reported by 岡田浩幸（読売新聞運動部）

　法政大は２戦続けて強豪との接戦をものにし、勢いに乗る。普段はサイドバックだが、今大会はサイドハーフに起用さ
れるＭＦ星雄次（４年）が、２回戦の大阪体育大戦で２得点を決めるなど攻撃を活性化させている。大会前に主将のＤＦ
宗近慧（同）が負傷したＤＦラインもＤＦ田代雅也（３年）を中心に安定し、長山一也監督は「全員で戦えている。この大会
で自信をつかんでいる」と手応えを口にする。
　愛知学院大は柔軟な戦い方ができるのが強み。初戦となった２回戦の新潟経営大戦では、ＭＦ水谷侑暉（３年）やＭＦ
砂井翔太（同）を中心に攻撃サッカーを展開して撃ち合いを制した。一方、準々決勝の関西大戦では得意のショートパス
をつなぐ攻めが封じられたが、じっくり我慢して守りきり、ワンチャンスを生かして競り勝った。境田雅章監督も「選手同士
でよくコミュニケーションが取れている」と目を細める。

流通経済大学 vs 関西学院大学

法政大学 vs 愛知学院大学



　「守ってばかりでは勝てない。前向きな気持ちを忘れないから、
ああいうプレーが出るんだよね」。愛知学院大の境田雅章監督
が褒めたたえたゴールが、劣勢のチームを救った。
　愛知学院大は６分、ゴール正面へのパスに反応し、相手ＤＦラ
インの前に入り込んだＦＷ９、知念慶（２年）のゴールで幸先よく
先制。ところが、３分後にゴール前の混戦から関西大のＭＦ１９、
梶山知裕（３年）に頭で押し込まれ、追いつかれてしまう。ここか
ら我慢の時間が続いた。関西大に中盤のボールの出所を抑えら
れ、攻撃の形が作れない。逆に相手には小気味よくパスをつな
がれ、波状攻撃を受けた。
　防戦一方の展開にも、選手は落ち着いていた。ピッチで「パス
を回されるのは仕方ない。ワンチャンスをものにしよう」と選手同
士で声を掛け合ってしのいだ。その絶好機が訪れたのは７４分。
センターライン付近から「前で知念が呼ぶのが聞こえた」とＭＦ
８、真柄俊作（２年）が前線にロングフィード。抜け出した知念が、
ゴール前右で追いすがるＤＦを鮮やかな切り返しでかわし、やや
前に出ていたＧＫの位置も冷静に確かめて左足で左サイドネット
に突き刺した。
　殊勲のストライカーは「あの切り返しは、調子がいいときに出
る。だから今日は絶好調です」とおどけた。だが、１５大会ぶりの
準決勝進出に「挑戦者の気持ちを忘れず、次もゴールを決める」
とすぐ表情を引き締めた。
　一方の関西大は、終盤にも猛攻を仕掛け、終了間際のＣＫで
はＧＫ１６、前川黛也（２年）も前線に上がる執念を見せたが、実
らなかった。島岡健太監督は「（失点場面は）後手を踏んでしまっ
た」と一瞬の隙を突かれたことを悔いた。

　５３分、ＭＦ８、三田尚希（４年）がＤＦラインとＧＫの間に放り込
んだ球に、走り込んだ法政大のＦＷ９、相馬将夏（同）が伸ばした
右足は、飛び出してきたＧＫよりわずかに先にボールに触れた。
ＧＫの脇を抜け、転がった球が無人のゴールに吸い込まれる。
決勝点が生まれた瞬間だ。
　前々回大会の王者で、関東大学１部を３連覇中の専修大。２部
に低迷し、今大会も関東第６代表になんとか滑り込んだ法政大。
多くの人の予想とは裏腹に、試合前に法政大の長山一也監督が
出した指示は「先に仕掛ける」だった。「（互角に）やれる自信が
あった」からだ。その言葉通り、圧倒的な攻撃力を誇る専修大に
ボールを保持される時間こそ長かったが、攻め時と見るや、選手
が長い距離をどんどん駆け上がって相手ＤＦを揺さぶり続けた。
それが虎の子の１点につながった
　自信の裏付けは、逆境で高まる結束力にある。大会前に主将
のＤＦ３、宗近慧（４年）がけが。大会初戦ではＦＷ４、清水道浩
（同）も足を骨折した。その穴をＤＦ２２、田代雅也（３年）や相馬
が埋めている。１、２年生の時に清水と寮で同部屋だった相馬
は、ゴール後に控え選手も含めて抱き合い、ベンチに掛けられた
清水の背番号４のユニホームを掲げて歓喜した。長山監督は
「チームが一丸となり、大会の中で成長してくれている」と目を細
める。
　組織的な守備も機能した。相手のエースＦＷ１０、仲川輝人（４
年）にほとんど自由を与えず完封。専修大の岩渕弘幹コーチを
「先に点を取られると苦しい。先制される『重み』が出てしまった」
と悔やませた。
　前戦では昨冬のインカレ覇者の大阪体育大を下し、これで２戦
続けて「格上」に勝利。「この勢いで、次も自信を持って臨める」と
長山監督。もう、ダークホースとは呼ばせない。

Match Review Result　＆ Report

 Reported by 滝口憲洋（読売新聞運動部）

関西大学（関西３） vs 愛知学院大学（東海１）

 Reported by 滝口憲洋（読売新聞運動部）

専修大学（関東１） vs 法政大学（関東６）

1‐1

0‐1

２０１４年８月１３日（水）　１５:３１キックオフ

会場/ヤン マースタジアム長居　天候/曇　入場者数/５９２人

関西大学 1 2 愛知学院大学

９分　梶山知裕
得点

（アシスト）

６分　知念慶

（砂井翔太・水谷侑暉）

７４分　知念慶（真柄俊作）

0‐0

0‐1

２０１４年８月１３日（水）　１８:００キックオフ

専修大学 0 1 法政大学

会場/ヤン マースタジアム長居　天候/曇　入場者数/５５１人

得点

（アシスト）
５３分　相馬将夏（三田尚希）



Match Review Result　＆ Report

阪南大学（関東４） vs 流通経済大学（関東５）

　東西の実力校が激突した一戦は、いきなり動いた。前半２分、流
通経済大のＧＫ２１、吉田一也（４年）が自陣から蹴ったロングボー
ルが高くバウンドして、相手ゴール前へ。反応していたＦＷ１６、渡
辺直輝（３年）が相手ＤＦの間をかいくぐり、シュートをねじ込んで先
制点を挙げた。この１点が、阪南大に重くのしかかった。阪南大は
中盤でボールを巧みにまわしながらも、焦りからか最後の精度を
欠く。一方の流通経済大は、押し込まれる時間帯でも守備陣が冷
静に対処。中野雄二監督が「相手にプレッシャーをかけ続けて、阪
南大に思い通りのプレーをさせなかった。今年は守備陣がああい
う（冷静な）プレーができるのが大きい」とたたえた一方で、阪南大
ＤＦ３、成田恭輔主将（４年）は、「前半のうちに１点を返せなかった
ことで、試合が苦しくなった」と悔やんだ。
　後半の立ち上がりは一進一退の様相。ただ、早く同点に追いつ
きたい阪南大はどうしても選手間のバランスが悪くなってしまう。流
通経済大はそこを突いた。６８分、敵陣右サイド深くまで上がったＤ
Ｆ２、湯澤聖人（３年）がゴール前へ正確なクロスを供給し、ＭＦ６、
富田湧也（４年）が頭で押し込んで追加点を挙げる。さらに７７分に
はゴール中央やや左で得たフリーキックをＭＦ２０、江坂任（４年）
が直接蹴り込んで突き放した。阪南大は８３分にＤＦ２３、大本祐槻
（２年）が１点を返したが、反撃の時間は残されていなかった。
　ボール支配や中盤の攻防では阪南大に分があったが、流通経
済大の中野監督は「本当はもっといいポジションどりをして（ボール
を）つなぎたいが、今ははね返すのが精いっぱい。でも、支配率で
劣っても、選手が試合に勝つためのプレーを選択できている」と胸
を張った。厳しい日程が続く中、勝負に徹した関東の雄が満を持し
て、４強入りを果たした。

 Reported by 岡田浩幸（読売新聞運動部）

 Reported by 岡田浩幸（読売新聞運動部）

　関西学院大のゴールラッシュ。その中心にいたのが、ＦＷ１３、呉
屋大翔（３年）と、ＭＦ１０、小幡元輝（４年）だ。成山一郎監督が「小
幡のパスから呉屋の得点が生まれているし、呉屋がいるから小幡
も生きる」と評価する２人のコンビネーションが、ピッチを席巻した。
関西学院大は序盤から一気呵成に攻め立てた。５分に先制点を
挙げると、３４分には、左サイドから小幡が左足でゴール前のＭＦ１
７、小林成豪（３年）の頭にドンピシャのクロスを送り、チームの２点
目をアシスト。さらに４０分にも小幡が左サイドを突破し、中央の呉
屋へクロス。呉屋が「足を当てるだけだった」と話したとおり、狙い
澄ましたパスで青山学院大を一気に突き放した。２回戦は出場停
止だった呉屋も、このゴールをきっかけに動きが鋭さを増した。後
半、青山学院大に立て続けにゴールを許して１点差まで詰め寄ら
れるが、７０分にＤＦ１５、岡山宗星（２年）の縦パスを受けた呉屋
が、相手ＧＫとの一対一の局面で冷静に決める。「あの時間帯にと
れたのは、チームとしても大きかった」と呉屋。反撃ムードの相手
をくじく一発を決め、満足げに振り返った。
　関西学院大は６ゴールを挙げて初の４強進出。ただ、試合後の
成山監督の表情は険しかった。理由は２つの失点の内容だ。「隙
丸出し、としかいいようがない」。確かに、相手を最後まで追わな
かったり、自陣ゴール前での寄せが甘かったり・・。前半で３点を
リードをしたことで、どこか気持ちが緩んだようにも見えた。「９０分
を通して（自分たちの）プレーができないと、サッカー選手じゃない」
と指揮官。４強に唯一残った関西勢として、「日本一」を目標に掲
げるチームとして、その責任を自覚しているからこそ、大勝にも厳
しく次戦を見据えた。

青山学院大学（関東４） vs 関西学院大学（関西１）

0‐1

1‐2

２０１４年８月１３日（水）　１５:３０キックオフ

会場/J-GREEN堺・メイ ン フィールド　天候/曇　入場者数/９５６人

阪南大学 1 3 流通経済大学

８３分　大本祐槻（外山凌）
得点

（アシスト）

２分　渡辺直輝（吉田一也）

６８分　富田湧也（湯澤聖人）

７７分　江坂任

0‐3

2‐3

５６ 分　諸井孝太（伊藤光輝）

６８ 分　荒木大吾（恵龍太郎）

得点

（アシスト）

２ ０１ ４年８月１ ３日（水）　１８ :００ キックオフ

会場/J-GREEN堺・メイ ンフ ィールド　天候/晴　入場者数/５１ ２人

青山学院大学 2 6 関西学院大学

５分　徳永裕大（泉宗太郎）

３４ 分　小林成豪（小幡元輝）

４０ 分　呉屋大翔（小幡元輝）

７０ 分　呉屋大翔（岡山宗星）

７２ 分　小幡元輝（徳永裕大）

８２ 分　福冨孝也

（原口裕次郎・宗太郎）



Official　Goods

◎イヤホンジャック付ユニフォームストラップ

今年も株式会社P＆P浜松様のご協力で大会記念パネルや写真の購入が可能になります。
・インターネットでのご注文について
　ご注文は、キャビネ写真（127㎜×180㎜） 
・販売期間　2014年8月23日（土）～2014年10月31日（木）
　※8月23日より順次写真を公開予定
・ご購入方法
①検索サイトで「フォトストア P&P浜松」と検索
②ログインフォームにID「６０６９３」・パスワードに「０８０８」を入力
③画面表示される赤いセキュリティコード5文字を入力しログインをクリック

TICKET　お買い求めについて

チケットぴあにて販売中！ （準決勝より有料）

前売り 当日
大人 ¥800 ¥1,000

中高生 ¥300 ¥400

※試合会場でもお買い求めいただけます。  お買い求めは入場ゲート横物販コーナーにて。

（Pコード　683-530）

第38回 総理大臣杯全日本大学サッカートーナメント グッズ販売！

◎記念タオル

販売価格　700円

◎公式プログラム
イヤホンジャック無 イヤホンジャックあり
販売価格　500円 販売価格　700円 販売価格　1000円

販売は各会場入場ゲートにて。
ご来場の記念にぜひお買い求めください！

大会記念写真購入のお知らせ

 【お申込み】

 ◎会員特典

 ①　関西学連主催・主管大会の入場無料。

 ②　関西学連主催・主管大会のプログラム・チケットの送付。  〒541-0059　大阪市中央区博労町1-4-10　博労町エステートビル601

 ③　ファンクラブニュース、年10回程度発行。  関西学生サッカー連盟　「ファンクラブ入会」係　まで

下記の宛先に顔写真（２×３cm）2枚と年会費(4000円）、「氏名・住所・電話番号・

生年月日・年齢・職業・応援している大学・選手 」をご記入の用紙を同封し、現金書

留にてお申込み下さい。

関西学生サッカーファンクラブのご案内

関西学生サッ カーを盛り上げるため、選手たちを熱くサポートしよう！


